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公益社団法人日本セラミックス協会
2018 年度 第 2 回理事会議事録

日　時　2018 年 7 月 31 日（金）14：00 ～ 16：00
場　所　日本セラミックス協会 3 階会議室
出席者（敬称略順不同）

平尾会長，中川，目，山本，鶴見，三浦 各副会長，酒本，加藤，忠永，
宮山，田中，幸塚，打越，森分，小森，垣澤，西村，日夏，春日，中島，
井須，井上，徐，今中，菅原 各理事 計 25 名．
山﨑，小川，奥山の各監事

（オブザーバ 計 8 名）森，奥野，安藤（陽），山口，渡邊，三五，水野，
大矢根
理事 25 名（監事 3 名）にて，理事の過半数の出席があるため，定款第
37 条により本理事会は成立する．

議　事
前回理事会以降の進捗状況について
　酒本専務理事より下記の報告があった．
①「平成 29 年度事業報告」と「平成 29 年度決算報告」を 6 月 27 日に
　内閣府に提出した．
②本日 11 時 30 分～ 14 時に第 6 回会長との支部長・部会長意見交換会を

開催した．
③（支部からのご質問に対応して）協会の文書は内閣府への提出資料等，

規定フォーマットで和暦が必要な場合を除き，西暦表記で統一している
のでご留意頂きたい．

［議　案］
1）2018 年度セラミックス貢献賞選考結果の件

　三浦副会長（セラミックス貢献賞選考委員長）より，セラミックス
貢献賞選考委員会での選考の結果，「技能部門」37名，「技術・研究部門」10 名
の方を受賞候補者として推薦したいとの説明があり，原案どおり「技能
部門」37 名，「技術・研究部門」10 名の受賞が承認された．加えて，
三浦副会長から下記 2 点の説明があった．
①今回「教育・試験部門」については推薦が 0 であった．また，「教育・

試験部門」に移行される前の「功績賞」についても昨年度は推薦が 0 件
であったため，来年度続けて「教育・試験部門」への推薦がなかった
場合は，被推薦者資格の再検討や賞の廃止等，何らかの検討が必要で
あるとの説明があった．

②今回の選考は旧セラミックス賞からの移行後，初回となるが，部門を
分けた上で各特別会員からの推薦可能枠は以前と同じにしたため，
本来推薦される予定の方が，推薦からもれてしまうという事態が発生
している（そのようなご意見が特別会員から寄せられている）．→
本件について検討した結果，来年度の募集に向け「会員サービス検討
委員会」で推薦枠を増やすべきかどうかの検討を行うこととなった．

2）九州支部運営規程変更の件
　酒本専務より説明があり，常議員会の成立条件を九州支部運営規程に
明記する修正が承認された．一部山﨑監事より変更の履歴について，

「常議員会承認」ではなく，「支部大会承認」ではないか？との指摘が
あり，オブザーバで出席の山口九州支部長から確認が行われ，「支部大会
承認」と修正することとなった．

3）新規会員サービス向上施策
（1）（運営委員会）セプロ受講非会員 お試し入会の件の件

　欠席の今井運営理事に代わり酒本専務理事より，2017 年会員サービス
検討委員会から 2018 年 5 月理事会に答申のあった「セプロ受講者に
対してのお試し入会制度」について，「運営委員会で検討の結果，『至急
行うべき』との結論に達したので，セラミックス誌の冊子購読も選択
可能な形とし，協会活性化予算を原資として 2018 年度セプロ参加者を
対象に実施したい」との提案があったが，審議の結果，2018 年度は実施
しないこととなった．
　また，同じく 2018 年 5 月理事会に答申のあった「協会行事への個人
会員参加費優遇」について，会員サービス検討委員会原案を元にセプロ
小委員会で検討した来年度のセプロ参加費改訂案については，鶴見副会長
から「個人会員への優遇分を特別会員へ転嫁しており，問題ではない
か？」との指摘があり，再検討することとなった．

（2）（行事企画委員会）委員会検討進捗報告
　幸塚行事企画理事から第 3 号議案に関連する報告事項として，2017 年度
会員サービス検討委員会から答申のあった下記の新規会員サービス向上
施策について進捗報告が行われた．
① Executive Supervisor 制度

年会ポスター発表賞の審査員については，お引き受け頂いた場合は
参加登録費および懇親会費を無料とすることを決定した．

②年会・秋季シンポジウムでの協会各種サービスの PR イベント実施・
PR ブース設置については現在検討中．

4）会費一括納入制度
　　シニア会員の取扱および今後の導入スケジュールについて山本副会長

より会費一括納入制度導入にあたって承認済みの細則変更箇所，シニア
会員の扱いについての記載が現状と齟齬があったので修正したいとの
説明があり，下記のように追記することが承認された．

（細則別表 . ２会費の（b）会費一括納入制度 一括納入会費一覧表の
　補足説明）
＜修正前＞

・会費一括納入制度適用者の会員種別は，65 歳未満の者は個人会員，65 歳
以上の者はシニア会員とする．

＜修正後＞（下線部分が追記箇所）
・会費一括納入制度適用者の会員種別は，65 歳未満の者は個人会員，65 歳
以上の者はシニア会員とする．ただし，65 歳未満の者でも，既にシニア
会員もしくはシニア会員の資格を満たす者は，会員種別をシニア会員と
する．

5）協会規格「セラミックス用窒化けい素微粉末の蛍光Ｘ線分析方法」の
作成と窒化けい素認証標準物質 JCRM R 006, 007, 008 の酸素値の共同
実験実施について西村標準化理事より新規協会規格作成にあたって必要
となる経費とその販売収入について説明があり，協会の負担となる 253
万円を捻出するため新協会規格完成予定の 2020 年度より JCRMR 006,
007, 008 の販売価格を下記のとおり改訂したいとの説明があり，承認
された．また，このタイミングにあわせて JCRM R 006, 007, 008 の　
酸素値の共同実験を実施することについても承認された．

＜ JCRM R 006, 007, 008 価格改定（2020 年度より，いずれも本体価格）＞
　卸値 68,000 円→ 78,000 円，定価 85,000 円→ 97,500 円
6）日本セラミックス協会学術写真賞規程変更の件
　　幸塚行事企画委員長より「セラミックスに関する顕微鏡写真展」の開催

を年会から秋季シンポジウムに変更（2017 年 7 月 27 日理事会承認済）
したことに対応した学術写真賞規程改訂案の説明があり，原案どおり
承認された．

［報 告］
1）会員異動報告（6 月末）

　加藤総務理事より 2018 年 6 月末時点での会員異動報告が行われた
（会員数 4446 名）

2）産学連携検討委員会報告
　　今中特命理事より産学連携についての取組みに関する進捗報告として

下記 2 点の報告があった．
① 2018 年 7 月 20 日に第一回産学連携検討委員会を開催し活動の方針を
検討した．
② 2019 年年会で開催予定の産学連携セッションプログラム（案）

3）第 31 回秋季シンポジムセラミックスカフェ参加のお願い
　　欠席の中野男女共同参画理事に代わり酒本専務理事より，出席の理事

に第 31 回秋季シンポジムセラミックスカフェ参加および周知の依頼が
行われた．

4）行事企画委員会報告
　　幸塚行事企画理事より下記 2 点の報告が行われ，これにあわせて意見

交換が行われた．
① 2017 年度経営審議会答申（行事企画委員会内に戦略小委員会（仮称）

を設置する件）については，6/15 開催の行事企画委員会で検討したが，
与えられた課題が曖昧であるとの意見が多かったこと，現状の行事企画
委員会の業務で手一杯の状態であるとの報告があった．これに対し，
経営審議会での議論の過程について説明があり，検討の結果，経営
審議会で再度検討を行うこととなった．

② PACRIM13 の翌年，2020 年秋季シンポジウムに向け，今後の秋季
シンポジウムのあり方を検討するワーキンググループを設置し，検討
を始めている．具体的検討内容について説明があり，また，それらを
今年度秋季シンポジウム懇親会にて紹介するとの報告があった．

5）共催・協賛・後援申請一覧
　　幸塚行事企画理事より 5 月理事会以降の共催・協賛・後援の申請・承認

状況について報告があった．
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表面処理不良を断面解析

　名古屋市工業研究所では技術的な支援から，
名古屋市およびその周辺地域の企業の活性化
を目的としている．さまざまな相談が寄せら
れる中，不良原因の解明も多い．今回は表面
処理不良（ブツ）の断面解析について紹介する．
ブツとは部分的に微小凸部が発生した状態を
言う．一般的には微小な異物の混入によるもの
を示す．表面からの解析では塗膜やめっきの
表面処理膜により原因がはっきりしないこと
が多く，断面からの解析が原因調査として有効
である．断面解析とは，通常，試料を埋込樹脂
に包埋後，研磨紙等で研磨し，顕微鏡で観察
する方法であり，分析機能付走査電子顕微鏡
を使用すれば，元素分析から，より多くの情報
を得ることができる．この方法によりブツの
原因である異物の組成や，多層膜の場合は
どの層への混入か等を明確にすることが可能
である．これらの技術は決して真新しいもの
ではなく，以前から主流な方法として行われ
ている．そんな中，電子顕微鏡の性能や断面
試料の作製技術の向上等から，より明確に
不良原因の追究が可能になっている．

　～ 実際に相談を受けた事例 ～
　多層塗装を施した製品表面におけるブツの
断面写真を図 1 に示す．トップコート中（ア
ルミフレーク含有塗膜の上）にアルミフレー
クを含んだ異物が確認された．このため異物
はこの製品の塗装に使用されているアルミフ
レーク含有塗料のダマであると推察される．

対策としては塗料のろ過によるダマの除去や
撹拌によるダマの発生防止，およびスプレー
ガンの洗浄等が有効であると考えられる．
　次に，アルミニウム合金上に塗装を施した
製品表面におけるブツの断面写真を図2に示す．
塗膜中の異物は，母材と同じアルミニウム合金
の組成であったことと，母材と繋がっている

アルミフレーク
異物 

↓塗膜表面

母材 

アルミフレーク含有塗膜

トップコート

ことから，母材の切削加工の際に発生したバリ
と考えられる．対策としては切削加工後のバリ
取り工程や切削工具の使用期間の見直し等が
有効であると推察される．

図 1　多層塗装を施した製品表面における
ブツの断面写真

異物（バリ） 

塗膜 

母材 

図 2　アルミニウム合金上に塗装を施した
       製品表面におけるブツの断面写真

　このように表面からでは同じようなブツに
見えても異物の混入や母材の表面異常等原因
はさまざまであり，対策も異なる．そこで断面
解析をすることにより不良原因が明確化すれ
ば，最善の対策に辿り着くことが可能になる．

（名古屋市工業研究所 材料技術部 金属・表面
技術研究室 研究員 浅野成宏 連絡先〒456-0058 
愛知県名古屋市熱田区六番 3-4-41 
E-mail：asano.narihiro@nmiri.city.nagoya.jp）

［2018 年 11 月 7 日］
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